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「
西
宮
市
都
市
景
観
形
成
基
本
計

画
」
は
、
美
し
い
都
市
景
観
を
形
成

す
る
た
め
に
行
う
中
長
期
（
お
お
む

ね
十
年
か
ら
二
十
年
間
）
的
な
施
策

の
方
向
を
示
す
も
の
で
、
市
民
・
事

業
者
・
市
が
取
り
組
み
を
行
う
際
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
役
割
を
も
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
基
本
計
画
は
、
西
宮
市
都
市

景
観
条
例
に
基
づ
い
て
平
成
元
年
に

策
定
さ
れ
、
今
回
、
社
会
状
況
の
変

化
な
ど
に
よ
る
新
し
い
視
点
を
取
り

入
れ
て
２
０
０
７
年
３
月
に
改
定
を

行
い
ま
し
た
。

◆
改
定
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

＊
新
し
い
制
度
な
ど
の
反
映
＊

景
観
法
の
制
定
や
社
会
状
況
に
よ

る
ま
ち
な
み
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
内
容
を
見
直
し
ま
し
た
。

＊
地
区
別
の
計
画
＊

都
市
景
観
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
、
日
常
生
活
に
深
く
か
か
わ
る

地
域
ご
と
の
計
画
を
加
え
ま
し
た
。

＊
わ
か
り
や
す
く
＊

で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
や
事
業

者
の
み
な
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
構
成
に
し

ま
し
た
。

◆
内
容
の
あ
ら
ま
し

２
０
０
７
年
改
定
版
は
４
つ
の
章

と
資
料
編
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
章

基
本
と
な
る
考
え
方

○
西
宮
市
が
目
指
す
都
市
景
観
像

「
自
然
や
歴
史
を
活
か
し
た

都
市
景
観
」

「
文
教
住
宅
都
市
と
し
て
の

魅
力
あ
る
都
市
景
観
」

「
賑
わ
い
の
中
に
も

秩
序
の
あ
る
都
市
景
観
」

○
取
り
組
み
の
主
体

都
市
景
観
の
形
成
に
は
、
西
宮
を

生
活
の
場
と
す
る「
市
民
」、
企
業
活

動
や
開
発
事
業
を
行
う
「
事
業
者
」、

市
を
始
め
、
県
、
国
を
含
む「
行
政
」

の
三
者
を
取
り
組
み
の
主
体
と
し
て

い
ま
す
。

○
基
本
的
な
姿
勢

ま
も
る�

景
観
資
源
や
要
素
の
保
全

つ
く
る�

魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造

そ
だ
て
る

�
景
観
資
源
な
ど
を
活
か
し
た

地
区
景
観
の
育
成

○
取
り
組
み
の
対
象
と
す
る
領
域

市
民
に
共
有
さ
れ
る
【
公
的
な
空

間
】
と
、
公
的
な
空
間
か
ら
見
え
る

私
有
地
の
部
分
【
境
界
領
域
】
の
両

方
を
取
り
組
み
の
対
象
と
し
ま
す
。

第
２
章

類
型
別
の
景
観

土
地
の
使
わ
れ
方
に
よ
っ
て
ま
ち

な
み
を
４
つ
の
類
型
に
区
分
し
、
類

型
ご
と
に
取
り
組
み
の
方
針
や
ま
ち

な
み
に
関
す
る「
気
配
り
ポ
イ
ン
ト
」

を
示
し
て
い
ま
す
。

�
自
然
景
観

�
住
宅
景
観

�
商
業
景
観

�
産
業
景
観

第
３
章

地
区
別
の
景
観

８
つ
の
地
区
ご
と
に
、
景
観
上
重

要
な
要
素
や
、
特
に
大
切
に
し
た
い

景
観
テ
ー
マ
を
示
し
て
い
ま
す
。

�
塩
瀬
地
区

�
山
口
地
区

�
本
庁
北
地
区

�
本
庁
南
地
区

�
甲
東
地
区

�
瓦
木
地
区

�
鳴
尾
地
区

�
臨
海
地
区

第
４
章

具
体
的
な
取
り
組
み

美
し
い
ま
ち
な
み
の
形
成
に
関
す

る
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
役
割
と

具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
ま
す
。

�
市
民
の
取
り
組
み

�
事
業
者
の
取
り
組
み

�
行
政
の
取
り
組
み
（
市
条
例
に
よ

る
施
策
、
景
観
法
に
よ
る
施
策
）

資
料
編

基
本
計
画
を
読
む
際
の
参
考
に
で

き
る
よ
う
、「
用
語
の
解
説
」
に
都

市
景
観
の
形
成
に
関
連
の
あ
る
制
度

や
特
殊
な
用
語
の
解
説
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◆
２
０
０
７
改
定
版
を
見
る
に
は

『
２
０
０
７
改
定
版
』
は
、
次
の

方
法
で
ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

＊
配
布

概
要
版
の
み

市
役
所
総
合
案
内
（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
）、
都
市
計
画
部
窓
口
（
市

役
所
南
館
３
階
）、
各
支
所
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
ク
タ
西
宮

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
各
公
民
館
、
図
書

館
、
市
民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
版
を
ご
入
用
の
方
は
、
都
市

政
策
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

＊
閲
覧

概
要
版
・
詳
細
版

都
市
計
画
部
窓
口
、
情
報
公
開
課

（
市
役
所
本
庁
舎
７
階
）、
各
図
書

館
で
ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

＊
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド概

要
版
・
詳
細
版

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
「
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
西
宮
」
↓
「
ま
ち
づ
く

り
」
↓
「
都
市
景
観
」
↓
「
都
市
計

画
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
へ
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

都
市
景
観
は
都
市
に
生
活
す
る
全

て
の
人
々
が
共
有
す
る
財
産
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
西
宮
の
美
し
い
都
市
景

観
を
形
成
す
る
た
め
、
市
の
景
観
行

政
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

★
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の

ご
意
見
と
市
の
考
え
方

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
お

い
て
、
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い

て
、
可
能
な
も
の
は
２
０
０
７

改
定
版
に
反
映
し
て
お
り
、
今

後
の
景
観
行
政
の
参
考
に
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の

ご
意
見
と
、
こ
れ
に
関
す
る
市

の
考
え
方
は
、
都
市
計
画
部
窓

口
、
各
支
所
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
ア
ク
タ
西
宮
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
情
報
公
開
課
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

市
と
県
は
、
変
更
手
続
き
を
進
め

て
い
た
用
途
地
域
を
４
月
１０
日
に
、

特
別
用
途
地
区
、
高
度
地
区
、
準
防

火
地
域
を
４
月
２４
日
に
変
更
し
ま
し

た
。詳

し
い
内
容
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
都
市
政
策
グ
ル

ー
プ
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
変
更
手
続
き
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
素
案
の
公
開
な
ど
に
お
い
て
、

多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
、
す
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
用
途
地
区
の
追
加
指
定

既
決
定
の
「
文
教
地
区
」、「
臨
海

産
業
地
区
」
に
加
え
、
新
た
に
「
酒

蔵
地
区
」、「
甲
子
園
球
場
地
区
」、「
災

害
拠
点
医
療
地
区
」
を
追
加
し
ま
し

た
。

「
酒
蔵
地
区
」
は
用
途
の
制
限
が
緩

い
準
工
業
地
域
に
お
い
て
用
途
の
混

在
を
防
止
し
、
酒
蔵
地
域
の
ま
ち
な

み
や
環
境
を
守
る
も
の
で
す
。

「
甲
子
園
球
場
地
区
」
は
青
少
年
が

多
く
訪
れ
る
甲
子
園
球
場
周
辺
の
教

育
的
環
境
や
ま
ち
な
み
を
守
る
と
と

も
に
甲
子
園
球
場
の
機
能
増
進
を
図

る
も
の
で
す
。

「
災
害
拠
点
医
療
地
区
」
は
阪
神
南

地
区
で
唯
一
の
災
害
拠
点
病
院
の
機

能
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

特
別
用
途
地
区
内
の
建
築
条
例
に

よ
る
主
な
用
途
の
制
限
は
次
の
と
お

り
で
す
。

酒
蔵
地
区
（
約
１
３
０
㌶
）

建
築
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

○
キ
ャ
バ
レ
ー

な
ど

○
麻
雀
屋
・
ぱ

ち
ん
こ
屋
な

ど
○
カ
ラ
オ
ケ
ボ

ッ
ク
ス
な
ど

○
ホ
テ
ル
・
旅

館
○
大
規
模
な
劇

場
・
店
舗
な

ど
甲
子
園
球
場
地

区
（
約
１
１
６

㌶
）

建
築
し
て
は
な

ら
な
い
も
の

○
キ
ャ
バ
レ
ー

な
ど

○
個
室
付
浴
場

な
ど

○
麻
雀
屋
・
ぱ
ち
ん
こ
屋
な
ど

甲
子
園
球
場
地
区
内
の
球
場
地
区
で

建
築
で
き
る
も
の

○
観
覧
場

○
３
階
ま
で
の
建
築
物
に
附
属
す
る

自
動
車
車
庫

災
害
拠
点
医
療
地
区
（
約
７
㌶
）

○
容
積
率
３
０
０
％
を
超
え
る
部
分

の
用
途
は
災
害
拠
点
病
院
及
び
こ

れ
に
附
属
す
る
も
の

高
度
地
区
の
全
市
的
な
強
化

市
内
の
良
好
な
居
住
環
境
と
と
も

に
ま
ち
な
み
や
景
観
を
守
る
た
め
、

建
築
物
の
高
さ
を
規
制
す
る
高
度
地

区
を
全
市
的
に
強
化
し
ま
し
た
。

住
居
系
の
用
途
地
域
で
は
建
築
物

の
調
和
を
図
る
た
め
、
既
決
定
の
高

度
地
区
の
規
制
内
容
を
一
部
強
化
し

ま
し
た
。
ま
た
今
ま
で
高
度
地
区
の

指
定
が
な
か
っ
た
商
業
系
や
工
業
系

用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、
住
宅
系
の

土
地
利
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
ま

ち
な
み
か
ら
突
出
し
た
建
築
物
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
さ
の
最

高
限
度
や
斜
線
制
限
を
定
め
た
高
度

地
区
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

準
防
火
地
域
の
追
加
指
定

準
防
火
地
域
の
区
域
を
拡
大
し
ま

し
た
。
今
回
の
追
加
箇
所
は
、
密
集

市
街
地
又
は
密
集
市
街
地
と
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
建
ぺ
い
率
が
８０
％

の
地
域
の
う
ち
準
防
火
地
域
が
指
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
す
。

用
途
地
域
の
変
更

県
は
、
阪
神
間
都
市
計
画
用
途
地

域
の
５
回
目
と
な
る
定
期
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
西
宮
市
で
は
合
計
１０

地
区
を
変
更
し
ま
し
た
。

都
市
景
観
形
成
基
本
計
画

『
２
０
０
７
改
定
版
』が
で
き
ま
し
た

用
途
地
域
等
の
都
市
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。

○
全
市
的
に
建
築
物
の
高
さ
規
制
を
大
幅
に
強
化

○
甲
子
園
球
場
周
辺
等
で「
特
別
用
途
地
区
」を
指
定

特別用途地区を指定する区域


